














































  ○目的 
   ・地域の学校で、困り感を抱える児童及び教員のニーズに応じた支援を行う。 
  ○内容 
・市立小学校Ａ校、Ｂ校への直接訪問・授業観察・相談支援 
オンライン相談会の開催（Ａ校、Ｂ校 参加者 10名） 
・附属小学校への授業観察・相談支援 
  ○成果と課題 
   ・事前に「気になる子どもシート」を担任が記入し、活用することで、訪問前に担任の相談の 
主訴を把握でき、児童を観察しやすくなった。 
   ・子どもの行動を関係者（複数の眼）で、幅広くとらえることで、子どものしんどさの背景を教員
間で共通理解することができ、その後の支援につながった。 
   ・学校で孤立しがちな特別支援教育コーディネーターや担任の不安な気持ちを聞き、共に考える
こと、チームで子どもを観察し、支援することの大切さを伝えること等を通して、校内支援体制 
の基盤づくりを進めることができた。 
   ・訪問校の管理職の協力も得ることで、連携がさらに促進された。 
   ・「特別支援教育」からの見方で、環境要因なども合わせて子どもの言動を読み解く視点を伝える
ことで、教員が焦らず、関わる際にゆとりが生まれた。 





   ・附属小中学校で、集団活動において困り感を抱える児童及び生徒ニーズに応じた支援を行う。 
   ・自己理解、他者理解の概念を深める、コミュニケーション力の促進を目指す。 




昨年度に引き続き実施 2年目であり、月に 2回、木曜日の放課後、16 時から 17時、 
中学１年生から３年生、男女、定期参加者、4名。 
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  コロナ対策があったため、10月開始、2021年 3月まで 概ね月に 2回、10回実施計画予定。 
・小学校 はごろも教室 （今年度新設） 
支援ニーズを鑑み、管理職の後押しを得て、小学校でもコミュニケーション能力の向上の 
ため、「はごろも教室」 を開始。2021年 1 月より、月に 2回、水曜日の放課後、5回実施 


































  ○目的 
   ・附属 3校の校種を超えた連携を深める。情報交換により、それぞれの学校ニーズを把握し、独自
の支援の工夫などから学び、自校の支援に役立てる。 
  ○内容 
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  ○成果と課題 
・コロナ感染拡大により、通常、年 3 回実施されてきた会が、年度末の一回のみの開催となった。 
・開催回数は減ったが、少人数であったため、本音が語り合え、児童生徒の支援、コーディネー 
ター業務と担任を兼任する大変さ、校内情報を集約する難しさなども語られた。 
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